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発
売

共
観
福
音
書 

（
下
）
カ
ル
ヴ
ァ
ン
新
約
聖
書
註
解
Ⅱ

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
著
／
森
川
甫
、
吉
田
隆
訳

福
音
書
の
「
調
和
」
を
見
出
そ
う
と
し
て
マ
タ
イ
・
マ
ル
コ
・
ル
カ
の
三
福
音
書
を
対
観
し
な

が
ら
註
解
す
る
。
改
革
者
の
聖
書
釈
義
の
神
髄
を
示
す
書
。
上
巻
か
ら
38
年
ぶ
り
に
完
結
。

＊
愛
書
家
お
よ
び
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
上
製
函
入
で
愛
蔵
し
て
い
る
読
者
の
た
め
に
、上
製（
函
入
）

を
限
定
２
０
０
部
制
作
し
ま
す
。
詳
し
く
は
専
門
書
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

◆
Ａ
５
判
・
並
製
・
４
７
０
頁
・
定
価
６
６
０
０
円

 

◆
Ａ
５
判
・
上
製
・
４
７
０
頁
・
定
価
７
９
２
０
円

既
刊　

共
観
福
音
書 
（
上
）〈
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
〉
森
川
甫
訳 

◆
Ａ
５
判
・
並
製
・
５
３
１
頁
・
定
価
６
２
７
０
円

旧
約
聖
書
入
門
4　
現
代
に
語
り
か
け
る
歴
史
書

大
野
惠
正 

著　
お
お
の
・
よ
し
ま
さ
氏
は
活
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
。
新
共
同
訳
聖
書
の
翻
訳
に
関
わ
っ
た
。

定
評
の
シ
リ
ー
ズ
第
４
弾
。
こ
の
巻
は
、
ヨ
シ
ュ
ア
記
、
士
師
記
、
サ
ム
エ
ル
記
上
下
、
列
王
記

上
下
、
歴
代
誌
上
下
、
エ
ズ
ラ
記
、
ネ
ヘ
ミ
ヤ
記
、
ル
ツ
記
、
エ
ス
テ
ル
記
を
扱
い
、
激
動
の
歴

史
を
通
し
て
顕
さ
れ
る
神
の
意
思
を
解
き
明
か
す
。�

◆
小
Ｂ
６
判
・
４
０
０
頁
・
定
価
２
０
９
０
円

1　
現
代
に
語
り
か
け
る
原
初
の
物
語�

◆
２
７
３
頁
・
定
価
１
９
８
０
円

2　
現
代
に
語
り
か
け
る
父
祖
た
ち
の
物
語�

◆
３
６
８
頁
・
定
価
２
０
９
０
円

3　
現
代
に
語
り
か
け
る
出
エ
ジ
プ
ト
と
契
約�

◆
３
６
８
頁
・
定
価
２
０
９
０
円

既刊

11
月
18
日
発
売



話題の新刊

教父学入門　ニカイア以前の教父たち

土井健司著� ◆四六判・定価 2420 円

使徒教父、弁証家、アレクサンドリアのクレメンスやオリゲネス、テル
トゥリアヌスにキプリアヌス等、また古代文献に表れた女性たちも視野
に収めながら、教父たちの世界へと興味深くいざなう、類書のない貴重
な入門書。

● 9 月刊行

初期キリスト教の世界
松本宣郎著� ◆四六判・定価 3300 円

ローマ史と心性史の視点から初期キリスト教史研究を拡大してきた著者
の 11 の論考を収録。初代教徒の心性、職業労働観、教会の営みなど、
当時のキリスト教をめぐる多岐にわたる論点が浮かび上がってくる。

● 8 月刊行

呻きから始まる
祈りと行動に関する24の手紙
栗田隆子著� ◆四六判・定価 2200 円

信仰、そしてフェミニズムと出会う自らの歩みを辿る。登校拒否とシス
ターとの出会い、洗礼と教会、進学と恋愛、研究への失望と就職の困難、
運動と組織などの問題をめぐって読者にあてた手紙

● 9月刊行

旧約聖書 歴史書
要約と概説
宮平望著� ◆Ａ５判・定価 2200 円

大好評のシリーズ第 2弾（全 4巻）。この巻はヨシュア記／士師記／ルツ
記／サムエル記上／サムエル記下／列王記上／列王記下／歴代誌上／歴
代誌下／エズラ記／ネヘミヤ記／エステル記を取り上げ、章ごとに的確な解説を施す。

● 8 月刊行



12 月以降の出版予定から

● 3 月に出た本と雑誌

勝
田
茅
生
著

物
語
と
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
［
仮
題
］

「
い
か
な
る
人
に
も
ミ
ッ
シ
ョン
が
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ク
ル
の
創
始
し
た
ロ
ゴ

セ
ラ
ピ
ー
の
本
質
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
民
話
や
寓
話
を
例
に
と
り
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
説
き
明
か
す
。
著
者
は
ド
イ
ツ
で
長
年
に
わ
た
り
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
実
践
家
。�

小
Ｂ
６
判
・
予
価
２
０
０
０
円

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
著
／
高
柳
富
夫
訳

旧
約
聖
書

一
九
五
七
年
の
初
版
以
来
五
度
に
渡
る
改
訂
を
重
ね
、
今
日
も
旧
約
入
門
・
概
説
書
と

し
て
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
る
名
著
。
著
者
の
流
麗
な
筆
致
は
、
歴
史
的
研
究
、
考
古

学
的
調
査
、
文
学
批
評
、
聖
書
神
学
を
ひ
と
つ
の
「
物
語
」
に
編
み
込
み
、
読
者
を
巨

大
で
複
雑
多
様
な
旧
約
の
世
界
に
引
き
込
む
。�
Ａ
５
判
・
予
価
８
５
０
０
円

マ
シ
ュ
ー
・
ホ
ケ
ノ
ス
著
／
穐
田
信
子 

訳

マ
ル
テ
ィ
ン・
ニ
ー
メ
ラ
ー
　
ヒ
ト
ラ
ー
に
逆
ら
っ
た
牧
師
［
仮
題
］

ア
メ
リ
カ
人
教
会
史
家
が
冷
静
な
筆
致
で
著
し
た
最
新
の
評
伝
。
第
一
次
大
戦
で
は
Ｕ

ボ
ー
ト
の
艦
長
と
し
て
戦
い
、
牧
師
に
転
身
し
た
後
も
な
お
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
、
当
初

は
ナ
チ
に
共
鳴
し
た
が
、
や
が
て
批
判
に
転
じ
、
戦
時
下
は
強
制
収
容
所
に
囚
わ
れ
、

戦
後
は
エ
キ
ュメ
ニ
カ
ル
な
場
で
活
躍
し
た
激
動
の
生
涯
。�

四
六
判
・
予
価
３
５
０
０
円

反
ナ
チ
抵
抗
運
動
と
モ
ル
ト
ケ
伯

雨
宮
栄
一
著
　
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
サ
ー
ク
ル
の
軌
跡

「
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・
サ
ー
ク
ル
」
と
呼
ば
れ

る
反
ナ
チ
・
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
と

し
て
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
逮
捕
さ
れ
刑
死
し

た
法
律
家
モ
ル
ト
ケ
伯
の
評
伝
。
彼
が

反
ナ
チ
の
思
想
と
行
動
に
至
る
プ
ロ
セ

ス
を
丹
念
に
追
う
。
著
者
の
遺
作
。

�

◆
四
六
判
・
定
価
３
８
５
０
円

良
き
力
に
不
思
議
に
守
ら
れ
て

宮
田
光
雄
著
　
講
演
・
説
教
・
論
考

単
行
本
未
収
録
の
珠
玉
の
説
教
5
編
の

ほ
か
、
民
話
に
よ
っ
て
神
と
出
会
う
可

能
性
を
考
察
し
た
「
メ
ル
ヘ
ン
の
森
で

神
と
出
会
う
」、
神
表
現
の
極
限
を
追
求

し
た
美
術
家
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
マ

ン
を
巡
る
論
考
な
ど
7
編
を
収
録
。

�

◆
小
Ｂ
６
判
・
定
価
１
５
４
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
定
価
６
６
０
円

11
月
号
　
ヘ
イ
ト
／
反
ヘ
イ
ト

何
が
「
わ
れ
わ
れ
」
を
つ
く
る
の
か

寄
稿
者
：
中
村
一
成
、
斉
藤
小
百
合
、
李
明
生
、
大
久
保
正
禎
、
崔

江
以
子
／
工
藤
万
里
江
／
好
評
連
載　

山
下
壮
起
、
Ｃ
・
Ｊ
・

サ
ン
ダ
ー
ス
＆
Ａ
・
ヤ
ー
バ
ー
、
山
口
陽
一
、
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和

彦
、
田
崎
英
明
、
村
澤
真
保
呂
、
勝
村
弘
也
、
有
住
航

● 10 月に出た本と雑誌



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
６
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円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
７
６
０
円
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下
関
か
ら
世
界
を
愛
で
包
囲
し
て
い
く�

　
　

中
井
淳

地
方
自
治
・
民
主
主
義
の
「
危
機
と
希
望
」
の
リ
ア
ル

―
―
山
形
県
新
庄
市
の
市
民
運
動
の
経
験
か
ら�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
垣
聡
一

あ
と
か
ら
来
る
者
の
た
め
に
―
―
宝
塚
宗
教
者
・�

市
民
平
和
会
議
の
活
動
を
通
し
て�

　
　
　
　
　
　

福
井
稔

川
と
人
間
の
相
克
と
共
生�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
村
義
雄

ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム�

―
―
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
統
治�

　
　
　
　
　
　

松
田
舞

地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
会
・
教
区
の
現
状
と
課
題�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
下
部
遣
志

●
子
ど
も
と
一
緒
に
何
を
見
る
の
か
。
こ
れ
は

非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。『
テ
キ
サ
ス
・
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
』
や
『
死
霊
の
は
ら
わ
た
』
に
つ

い
て
語
り
合
い
た
い
の
で
す
が
、
い
ま
は
ま
だ

そ
の
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
か
と
い
っ
て
、

親
の
ほ
う
が
不
快
に
な
ら
な
い
よ
う
な
映
像
コ

ン
テ
ン
ツ
は
、
意
外
と
少
な
い
。
迷
っ
た
末

に
選
ん
だ
の
が
、
わ
た
し
自
身
が
幼
い
頃
に
見

た
ア
ニ
メ
『
世
界
名
作
劇
場　

ロ
ミ
オ
の
青
い

空
』
で
し
た
。
原
作
は
、
ナ
チ
ス
の
暴
政
と
闘

い
、
迫
害
か
ら
逃
れ
て
ス
イ
ス
に
亡
命
し
た
作

家
リ
ザ
・
テ
ツ
ナ
ー
の
『
黒
い
兄
弟
』。
時
は

一
九
世
紀
、
ス
イ
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
国
境
地
帯

の
農
村
に
暮
ら
す
少
年
ロ
ミ
オ
が
、
借
金
の
た

め
大
都
市
ミ
ラ
ノ
に
売
ら
れ
煙
突
掃
除
夫
と
し

て
働
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
大
筋
は
共
通
で
す

が
、
ア
ニ
メ
版
で
は
、
盟
友
ア
ル
フ
レ
ド
と
の

友
情
や
、
か
れ
ら
が
結
成
す
る
同
盟
「
黒
い
兄

弟
」
と
そ
れ
に
対
立
す
る
「
狼
団
」
と
の
確
執

な
ど
に
よ
り
焦
点
が
当
た
っ
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
わ
た
し
が
同
作
を
見
た
の
は
三
〇
年
近

く
前
の
こ
と
。
は
っ
き
り
記
憶
し
て
い
た
の
は

物
悲
し
い
テ
ー
マ
曲
く
ら
い
で
し
た
が
、
あ
ら

た
め
て
見
て
み
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
会
と
伝
統

的
な
祭
り
が
共
存
す
る
村
の
風
景
、
産
業
革
命

の
な
か
で
の
児
童
労
働
者
の
過
酷
な
状
況
な
ど
、

細
部
ま
で
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
で
は
、
幼
少
の

わ
た
し
は
同
作
に
何
を
思
っ
た
の
か
。
ひ
と
つ

だ
け
覚
え
て
い
る
の
は
、
ア
ル
フ
レ
ド
の
死
で

す
。
と
て
も
悲
し
か
っ
た
と
い
う
感
情
と
と
も

に
、
横
で
一
緒
に
見
て
い
た
母
親
が
涙
し
て
い

た
と
い
う
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
お
と
な
も
泣
く
こ
と
が
あ
る
ん
だ
」、
そ
の
と

き
、
は
じ
め
て
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
た
の
で
す
。

わ
た
し
も
ま
た
、
再
び
こ
れ
を
見
な
が
ら
泣
く

の
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
は
そ
れ
よ
り
も
、
膝
の

上
で
子
ど
も
を
抱
っ
こ
す
る
だ
け
で
手
一
杯
な

の
で
す
が
。（
堀
）

●
評
判
の
『
文
に
あ
た
る
』
を
読
み
ま
し
た
。

著
者
の
牟
田
都
子
さ
ん
は
校
正
者
。
校
正
と
い

う
な
り
わ
い
の
中
か
ら
考
え
た
こ
と
、
感
じ
た

こ
と
を
静
か
に
誠
実
に
綴
っ
た
好
エ
ッ
セ
イ
集

で
す
。
著
者
が
駆
け
出
し
の
こ
ろ
「
頼
ま
れ
る

と
う
れ
し
か
っ
た
の
が
赤
字
照
合
の
作
業
」
と

書
い
て
あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
赤
字
が

次
の
校
正
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
点

検
で
す
。
私
は
、
原
稿
と
ゲ
ラ
の
テ
ラ
シ
と
並

ん
で
赤
字
照
合
が
苦
痛
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
著
者
は
、
他
の
校
正
者
が
ど
ん
な

校
正
を
し
、
著
者
や
編
集
者
が
そ
れ
を
ど
う
取

捨
し
た
か
「
三
者
三
様
の
思
考
の
軌
跡
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
人
は
ほ
ん
と
う
に
校
正

が
上
手
い
、
と
唸
る
よ
う
な
ゲ
ラ
に
出
会
う
と
、

休
憩
時
間
を
使
っ
て
ノ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
」

と
言
う
の
で
す
！　

他
方
我
が
身
を
省
み
れ
ば
、

楽
を
す
る
省
力
化
の
工
夫
ば
か
り
考
え
て
い
た

よ
う
な
…
…
。
本
作
り
の
初
心
に
立
ち
返
る
読

書
と
な
り
ま
し
た
。（
小
林
）

特
集
：
地
方
・
地
域
か
ら
見
た
日
本
の
現
在

ミ
ュニ
シ
パ
リ
ズ
ム
―
―
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
統
治	

松
田
舞

地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
会
・
教
区
の
現
状
と
課
題	

日
下
部
遣
志


